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自動車の 

未来を変える MaaS とは？ 

 

 

車といえば、多くの人が「買って、乗るもの」
と認識しています。が、いま、この常識が変わ
ろうとしています。車の価値が「所有」から「利
用」に変化しつつあります。そのキーワードが
MaaS（マース）です。MaaS とは、モビリティー・
アズ・ア・サービスの頭文字をとったもので、自
動車などのモビリティー（移動手段）をサービ
スとして提供するビジネスをいいます。 

 
なぜ、いま、MaaS が注目されているのでし

ょうか。それは、MaaS は社会全体に大きな変
化をもたらす可能性があるからです。すでに
始まっているサービスには、カーシェアリング
やライドシェアなどがあります。近い将来では、
スマホの画面を数回タッチするだけで、車が
玄関先に着き、目的地まで自動で運転してく
れるといったことも可能になるといわれていま
す。 

 
そして、さらにサービスが充実すれば、わざ

わざ自動車を買わなくても（所有しなくても）、
不便にならない社会が訪れます。結果、車に
ついては、買うことよりもサービスを利用するこ
とがメインになることが考えられます。 

 
近年、電車やバスなどの公共交通網の発

達は目まぐるしいものがありますが、地域によ
ってはまだ車がないと不便なところもあります。
加えて、高齢化が進んだため、目的地までの
歩く距離をなるべく減らしたい、といったニー
ズは年々増えています。また、高齢ドライバー
の運転事故が社会問題にもなっています。こ
うした社会的なニーズや課題に応えるといっ
た面で MaaS には多くの可能性があります。実

際、市場規模は 2030 年までに欧米中で 1 兆 5,000
億ドルに成長するとの予測もあります。 

 
車の価値が「所有」から「利用」に変化しつつありま

す。それに伴い、新たな市場として MaaS が誕生。さら
にトヨタ自動車とソフトバンクグループが提携を発表し
話題となりました。ほか、ベンチャー企業も続々と
MaaS に参入しており、これら企業が提供する新サー
ビスに注目が集まっています。 

 
現在の目玉は自動運転タクシーです。実用化すれ

ば、スマホアプリの地図で、今、自分がいる位置をタ
ップすれば、周辺を走るタクシーが迎えに来るように
なります。これまで、タクシーがなかなかつかまらない、
電話で呼んでも到着までに時間がかかるといった問
題がありましたが、今後、解決が期待できます。加え
て、自動運転タクシーはドライバーの人件費が不要な
ので、従来タクシーよりも料金が安くなることも期待で
きます。 

 
MaaS は個人向けサービスだけでなく、事業者向け

のサービスも開発されつつあります。その一つが、移
動型商業サービスです。自動運転車と飲食業や小売
業などの他業態がコラボすることで、動くお店が実現
します。これまで、消費者はお店に足を運び、飲食や
買い物を楽しむのが常識でしたが、将来は、スマホで
呼べば、お店が自宅前まで訪れてくれるようになりま
す。 

 
近年、ネット通販が盛んになりましたが、依然、商

品を買うならば手に取って選びたいというニーズは強
くあります。小売業者にとって、MaaS はネット通販に
流れた顧客を取り戻すよい機会になるかもしれません。
これまで、人件費やサービスの利便性などの障壁が
あり、MaaS のようなサービスはなかなか実現しません
でした。が、近年の自動運転やスマホなどの技術が
進歩したことにより、もはや夢物語ではなくなっていま
す。 
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